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・・・新年のごあいさつ・・・ 
新年おめでとうございます。 

２ヶ年に及ぶコロナ禍は、研修の中止や小

学生との交流事業の縮小など、財産区の活

動にも様々な支障を及ぼすことになりました。 

財産区を取り巻く情勢は、木材価格の動

向や森林経営・施業の適正実施など、将来

に向けて様々な問題を抱え、解決すべき課題

はまさに枚挙にいとまがない状況だといえます。 

令和３年３月には、５ヶ年に亘る字峠での森

林施業計画が完了し、次の補助事業が若山

地区でスタートする予定でしたが、リニア関連

工事の工程に遅延が生じたことに伴い、計画

地の見直しが必要となりました。そのため、施業

計画については新たな実施場所の検討を開

始しています。 

また、昨夏の豪雨災害においては、一部林

道や作業道の表土が流されるなどの被害を受

けたことにより、行政にも支援を要請しつつ、随

時修復していく予定です。 

一方で、コロナの影響は材木市場にも及び、

市況価格の高騰とともに、成長に応じた木材

換算価格の増加を招いています。 

区有林内の立木は、年間僅かずつですが

順調に成長していますので、今後更に粘り強く

長期間に亘る整備・管理作業を行っていく必

要があると考えています。 

地道な整備作業の結果、現在財産区の

山々では水資源も確保され、夜明けの森や

桜公園、学習林などは市民の憩いの場所とし

て広く親しまれています。 

個人的には、いつかは

苗木自前の水道資源の

確保といった夢も抱いてお

りますが、財産区は今まで

にも各区の会館や小中学

校建設など、様々な面で

地域に尽くしてまいりました。 

近い将来、再びその様な貢献の機会が訪

れるよう、皆さまの大切な財産でもある区有林

を今後もしっかりと守り育てるために、より一層

献身していく所存でございます。 

本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

２０２２年 元旦 

苗木財産区議長 熊澤 良平 

第２回巡視を行いました 
今年度２回目の巡視を１０月１５日（金）に行い

ました。今回はチンノ峠周辺の急峻な傾斜地や、

川沿いで足場の悪い場所を巡りつつ、境界杭の

設置状況などを確認しました。 

（巡視の様子） 

市長へ要望書を提出しました 
  １０月２５日（月）、議長と副議長が市長を訪問

し、林道の排水設備の整備など、２つの新規要望

を含む６項目について要望を行いました。 

（要望書を提出する議長（中）、副議長（右）） 

令和２年度事業会計決算を認定 
 財産区議会定例会を１２月１６日（木）に開会

し、「令和２年度苗木財産区事業会計決算の認

定」が議題にあがり、満場一致で認定されました。 



令和２年度苗木財産区事業会計決算 

【歳入の部】                    （単位：円） 

款 予算現額 収入済額 

財産収入 1,792,000 5,840,725 

繰 入 金 6,242,000 0 

繰 越 金 5,098,000 6,402,961 

諸 収 入 348,000 257,929 

合  計 13,480,000 12,501,615 

【歳出の部】                    （単位：円） 

款 予算現額 支出済額 

議 会 費 1,943,000 1,564,164 

総 務 費 6,883,000 1,821,325 

財 産 費 4,654,000 1,775,963 

合  計 13,480,000 5,161,452 

歳入歳出差引残額       7,340,163円 

【財産区基金】 

令和元年度末基金高    58,870,412円 

令和 2年度末基金高     58,894,023円   

差 引 額                    23,611円増 

プロット調査を行いました 
１１月５日（金）プロット調査を行いました。 

プロット調査では、１０m 四方１００㎡辺りの立

木本数と胸高直径・樹高を調べます。苗木財産区

では２年に１回調査を行い、その結果を基に立木

の成長量の統計を取っています。 

財産区有地に設定してある 10 箇所の測定値

を調べますが、今年度は大雨の影響で林道が荒

れてしまい、調査箇所に辿り着けない所があった

ため、４箇所のみの測定になりました。 

前回のプロット調査より、各測定値で 0.２ｃｍ～

0.6ｃｍの成長が見られました。 

（プロット調査の様子） 

苗木小学校５年生（５９名）による  

シイタケ植菌体験学習  

 １１月１１日（木）、少し肌寒い天候ではありまし

たが、苗木小のグラウンドにおいて開催しました。 

  午前中は６つのグループに分かれ、岐阜県立

森林文化アカデミーの講師や生徒の皆さんによ

る森のクイズの他、グループ内で協力しながら２０

㎝径の桧を輪切りにし、それを割った破片を使っ

てキーホルダーを作成しました。 

一つひとつは何の変哲もない木の欠片ですが、

メンバー全員が持ち寄り、パズルの様に組み合わ

せることで一つの輪（和）が完成します。 

みんなで力を合わせて頑張った証です。 

  午後からは、財産区議員の指導の下、シイタケ

の植菌作業に取り組みました。電気ドリルを使っ

ての原木への穴あけや、器具を用いた椎茸菌の

植付けなど、慣れない作業の連続となりましたが、

楽しそうに作業を行う子ども達の笑顔が印象的

な、有意義な体験学習にすることができました。 

森の恵みとも言える木や椎茸。今回の体験を

通じて、ちょっとだけ自然環境に興味を持って貰え

たのであれば嬉しく思います。 

美味しい椎茸がたくさん採れるといいですね。 

第４回全員協議会を行いました 
１１月１８日（木）第４回全員協議会を行いまし

た。今回は第２回定例会に向けての事前協議と、 

リニア送電線鉄塔敷建設工事計画についての現

状報告などを行いました。 

苗木区長会との懇談会 
 １１月１２日（金）に両団体の役員が出席し、次

の改選期へ向けての課題などについて意見交換

を行い、今後の協力体制の構築を確認しました。 

今後も定期的に開催し、協議を継続していく予

定としています。 
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